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　伝統的学習理論はすべて「答えをだす行為」

の修得に関する理論であり，それを受けた教育

方法，授業観は「技を授ける場」であり，教師

は「説明するひと」，学生は「説明を聞く人」で

あった１）と言われ，今まで行われていた教育は

学生を受身にさせ，修得された学習方法は，受

身で他人の問いに答えを正しく出すことを習得

してきたとも言われている２）．　

　しかしながら，認知科学の進歩により学習観

の転換があり，現在では「学び」が常に「学ぶ

もの」の側からの内なる「問いかけ」の活動に
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石綿啓子１）　茂木泰子２）　米澤弘恵１）　佐藤佳子１）　豊田省子１）　荒添美紀１）

Ｋｅｉｋｏ Ｉｓｈｉｗａｔａ１）　Ｙａｓｕｋｏ Ｍｏｔｅｇｉ２）　Ｈｉｒｏｅ Ｙｏｎｅｚａｗａ１）　Ｙｏｓｈｉｋｏ Ｓａｔｏｈ１）

Ｓｈｏｕｋｏ Ｔｏｙｏｄａ１）　Ｍｉｋｉ  Ａｒａｚｏｅ１）

１）獨協医科大学看護学部

２）つくば国際大学医療保健学部看護学科

１）Ｄｏｋｋｙｏ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｎｕｒｓｉｎｇ

２）ＴＳＵＫＵＢＡ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｈｅａｌｔｈ ｍｅｄｉｃａｌ ｔｒｅａｔｍｅｎｔ ｆａｃｕｌｉｔｙ Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｎｕｒｓｉｎｇ

要　旨　本研究の目的は，手洗い演習を通して主体的学習態度に与える因子を明らかにすることで

ある．短期大学部１年次生９４名を対象に，見学実習直前に手洗い演習と自記式質問紙を実施し，その

中の「見学実習に活かしたいこと」に自由記載された内容を内容分析した．

その結果【洗い方の修正】【患者に感染させない】【病院で気をつけること】【看護師の手洗いへの興

味】【実習に臨む姿勢】【病院の実施方法・設備への関心】【自分の感染予防】【手洗いは大切】の８カ

テゴリーが抽出され，主体的学習態度の動機付けとなる８つの因子が明らかになった．

以上のことから，実習直前の手洗い演習は主体的学習の動機付けとなったことが示唆された．

キーワード：基礎看護学実習（見学）　手洗い演習　動機づけ

Ｋｅｙ ｗｏｒｄｓ：Ｂａｓｉｃ Ｎｕｒｓｉｎｇ Ｓｔｕｄｙ， Ｈａｎｄ Ｗａｓｈｉｎｇ， Ｍｏｔｉｖａｔｉｏｎ
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先導されている点を最も重視するに至っている
３）～７）．教育学における主体的学習とは，学習者

が内発的な動機にささえられ，課題をもち，自

らの思考力をはたらかせ，真理を追求し自己変

革する学習をいう８）． 

　看護職を目指す学生には，主体的に学習する

態度，人に関心を向けられる力，問題解決をす

る力，他職種，専門職と共同で仕事ができるた

めの協調性と主体性を身に付ける力が必要とさ

れている．特に実習は，対象を受け持つことか

ら，主体的に取りくむことが期待されている．

そのためこのような学習観は，基礎看護教育で

も同様に考えていく必要がある．佐々木９）は，

「看護基礎教育では，科学優先の時代に入り，思

考訓練が行われるようになった．授業時間数が

減少している中で，即，実践者の要請は困難を

極める．学生が１つの技術を獲得するまでに十

分な訓練の機会，あるいは一つの問題をじっく

り考える時間的余裕もない．そこで必要になる

のが教授法の問題であり，いかに学生自身が自

ら学習するかが問題解決の１つである」と述べ

ている．

　それを受けて現在では，自ら学ぶ学習方法を

基本指針としたチュートリアル教育１０）や探究に

基づく学習（Ｉｎｑｕｉｒｙ Ｂａｓｅｄ Ｌｅａｒｎｉｎｇ）１１）「ドル

トンプラン」１２）などの，教育方法の効果も報告

されている．

　学生の現状として徳本１３）は，知識偏重で暗記

重視の教育を受け，自らの問いを抱き，自らの

問いを解くために学ぶというよりは，答え（正

解）をすぐに求めるような受身の姿勢が目立つ

と述べている．

　これに対し，主体的に学ぶ体験を先行させる

指導方法の提案１４）や，基礎看護技術演習におい

ても，主体的に取り組むための教育方法として，

能動的学習姿勢育成の目的で学生が教授役を担

当する報告１５）や，アロンソンの考案したグルー

プ学習法の１つであるジグソー学習法を清拭に

取り入れ効果が得られた報告１６）がある．そこで

学生が主体的に学ぶ姿勢を育てるために，「手

洗い」演習を基礎看護学実習直前に行うことに

した．

　細菌による汚染は目に見えることがない．そ

のため，他者への影響を考えることは，他の看

護技術と比較しても難しいと考えられる．感染

経路の遮断には，手洗いが最も簡単で効果的で

ある１７）～２０）と言われているが，実際に学生が手洗

い後の洗い残しを検討した内容２１）～２６）は，９８．９％

に洗い残しがある２１）といわれ，安全についての

講義・演習後も学生の洗い残しが存在するとい

う報告が大多数であったため，講義前はさらに

十分に洗えていないと考えられる．日常生活援

助技術演習時の手洗いは，演習開始前に行うよ

う指導しているが，先行研究２６）～２８）では，継続し

て繰り返し実施する重要性が報告されている．

そこで初めての見学実習直前に，学生の手洗い

技術が不十分であることを認識させることで，

主体的に看護技術を学ぶ姿勢が身に付くのでは

ないかと考えた．

　またブルームによる教育目標のうち，情意的

領域の興味・関心は，「意識する」ことから始ま

り，「反応」「価値付け」と段階的に発展する２９）

と言われている．このことから，実習直前に手

洗い演習を実施することで，自分の手洗いを

「意識化」できるのではないかと考えた．

　そこで基礎看護学実習前に手洗い演習を実施

することで，学生が実習をどのように意識して

いるかを明らかにしていくことを目的としてい

る．またその意識づけができることで，学生の

学びの主体性につながり，今後の指導に役立て

たいと考えた．
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　見学実習直前の手洗い演習が，学生の主体的

学習態度に与える因子を明らかにする．
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１　研究対象

Ｔ短期大学看護学科（３年課程）１年次生９４名

２　実施時期

平成１７年６月

３　調査方法

１）基礎看護学実習Ⅰ（以下見学実習）の前

日に「手洗い」演習を実施した．基礎看護学実

基礎看護学実習（見学）直前の手洗い演習が主体的学習態度に与える因子
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習Ⅰとは，「人間の基本的ニーズを充足するた

めに，看護技術の原理・原則を学び，基本的な

援助の方法と態度を身につける」ことを目的と

し，１年次の前期６月に１日と，後期１２月に３日

に分けて実施している．１年次の前期に行う実

習では，「病院を利用する対象者と，対象者をと

り巻く環境について理解を深め，看護をイメー

ジ化する」目的で実施している．

２）「手洗い」演習では，手洗い訓練キット

（グリッターバグ）を用いて実施し，演習後に

「見学実習に活かしたいこと」のレポート記載を

求めた．回収は鍵のかかるボックスとし，提出

の任意性を高めた．

４　倫理的配慮

研究目的・内容・個人情報の保護について，

書面を用いて口頭で十分説明した．

質問紙は個人名が特定できないようデータ処

理し，目的以外に使用せず破棄すること，対象

が学生なので特に成績や今後の実習に影響がな

いことを強調した．レポートの回収をもって承

諾とした．また高崎健康福祉大学研究倫理委員

会の審査を受け研究を実施している．

５　分析方法

「見学実習に活かしたいこと」に自由記載さ

れた記述内容を，内容分析の手法で分析した．

信頼性・妥当性は，教育経験１０年以上の教員３

名で検討した．

����

　回収率は１００％（９４名），有効回答率は１００％で

あった．対象の属性は，女性７８名（８３％），男性

１６名（１７％）で年齢は１８歳が９０名（９６％），２４歳

が１名（１％），３０歳以上が３名（３％），平均

１８．５歳であった．

　意味内容にそってカテゴリー化した結果を表

１に示す．全体で８カテゴリーに対し３３のサブ

カテゴリーと１５４のデータに分類された．８カテ

ゴリーは，【洗い方の修正】【患者に感染させな

い】【病院で気をつけること】【看護師の手洗い

への興味】【実習に臨む姿勢】【病院の実施方法・

設備への関心】【自分の感染予防】【手洗いは大

切】であった．以下，本文中カテゴリーを【】，

サブカテゴリーを《》で示す．

　カテゴリーの内の【洗い方の修正】３９（２５．４％）

はデータ数の多い順に，≪今回残っていた部分

をより念入りに洗いたい≫１７，≪手洗いは基本

なので念入りに行う≫６，≪手洗いをまめにす

ることが大切≫４，≪すこし時間をかけて洗う

ことをしようと思う≫≪爪を短くし，爪の横な

どもしっかりと洗う≫≪食事・排泄後など意識

して手を洗いたい≫３，≪１つの行動につき１

回の手洗いが必要≫≪洗う時だけでなく，洗っ

た後も清潔なもので拭く≫≪手を洗った後，髪

の毛に触らないようにする≫１，の９サブカテ

ゴリーが抽出された．

　カテゴリーの内の【患者に感染させない】３７

（２４％）はデータ数の多い順に，≪手洗いをしな

いと患者さんに感染させてしまう恐れがあると

実感したので，実習前は必ず手を洗う≫２２，≪

清潔にしなければならない環境なので，自分が

感染源にならない（持ち込まない）≫１０，≪食

事前後や排泄後の患者に手洗いの大切さを説明

できる≫３，≪患者に接しないが，衛生的によく

洗っていこう≫２の４サブカテゴリーが抽出さ

れた．

　カテゴリーの内の【病院で気をつけること】

２７（１７．６％）はデータ数の多い順に，≪病院内

のいろいろな場所に触ることになると思うので，

しっかりこまめに手を洗う≫１１，≪病院は清潔

にしないといけないので，爪の間と指間をよく

洗おうと思う≫９，≪むやみに物に触らないよ

う気をつける≫３，≪病院には色々な菌や病原

体が存在しているので，日頃よりも念入りに意

識して手洗いする≫≪手にこんなに菌がいると

知っていれば，作業が終わるごとに手を洗う癖

ができそう≫≪環境についてなので，特にきれ

いに洗うよう心がける≫≪病室の前にあるアル

コール除菌を付けて病室に入りたい≫１，の７

サブカテゴリーが抽出された．

カテゴリーの内の【看護師の手洗いへの興味】

２５（１６．２％）はデータ数の多い順に，≪看護師

がどんな時手を洗っているかよく見ておこう≫

≪看護師はどんな方法で手洗いしているか（自

分との違い）≫８，≪看護師がどれくらい時間

基礎看護学実習（見学）直前の手洗い演習が主体的学習態度に与える因子
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データサブカテゴリーカテゴリー

１７今回残っていた部分をより念入りに洗いたい２５．４％洗い方の修正

（３９） ６手洗いは基本なので念入りに行う

４手洗いをまめにすることが大切

３すこし時間をかけて洗うことをしようと思う

３爪を短くし、爪の横などもしっかりと洗う

３食事・排泄後など意識して手を洗いたい

１１つの行動につき１回の手洗いが必要

１洗う時だけでなく、洗った後も清潔なもので拭く

１手を洗った後、髪の毛に触らないようにする

２２
手洗いをしないと患者さんに感染させてしまう恐れがあると

実感したので、実習前は必ず手を洗う

２４％患者に感染させない

（３７）

１０
清潔にしなければならない環境なので、自分が感染源になら

ない(持ち込まない）

３食事前後や排泄後の患者に手洗いの大切さを説明できる

２患者に接しないが、衛生的によく洗っていこう

１１
病院内のいろいろな場所に触ることになると思うので、しっ

かりこまめに手を洗う

１７．６％病院で気をつけること

（２７）

９
病院は清潔にしないといけないので、爪の間と指間をよく洗

おうと思う

３むやみに物に触らないよう気をつける

１
病院には色々な菌や病原体が存在しているので、日頃よりも

念入りに意識して手洗いする

１
手にこんなに菌がいると知っていれば、作業が終わるごとに

手を洗う癖ができそう

１環境についてなので、特にきれいに洗うよう心がける

１病室の前にあるアルコール除菌を付けて病室に入りたい

８看護師がどんな時手を洗っているかよく見ておこう１６．２％看護師の手洗いへの

興味（２５） ８看護師はどんな方法で手洗いしているか(自分との違い）

６看護師がどれくらい時間をかけて洗っているか

３看護師は何回洗っているか

５実習の前と後にはきれいに手を洗いたい６．５％実習に臨む姿勢

（１０） ３実習のときはきれいな手で見学したい

２手洗いをして、さっぱりさわやかな気持ちで実習にいきたい

３病院では手洗いを重視してると思うので、どれくらい徹底しているか３．９％病院の実施方法・設

備への関心（６） １１つの階に何個づつ消毒液があるのか

１病院では手洗い液はどれくらいの菌をなくす液を使っているのか

１どんなところに手洗い場があるか

５患者から自分に付着した菌を洗い落とし、感染を防ぐ３．２％自分の感染予防（５）

５見学実習の前に手洗いの大切さに気づいてよかった３．２％手洗いは大切（５）

表１　見学実習に活かしたいこと 総件数：１５４

基礎看護学実習（見学）直前の手洗い演習が主体的学習態度に与える因子
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をかけて洗っているか≫６，≪看護師は何回

洗っているか≫３，の４サブカテゴリーが抽出

された．

　カテゴリーの内の【実習に臨む姿勢】１０

（６．５％）はデータ数の多い順に，≪実習の前と

後にはきれいに手を洗いたい≫５，≪実習のと

きはきれいな手で見学したい≫３，≪手洗いを

して，さっぱりさわやかな気持ちで実習にいき

たい≫２，の３サブカテゴリーが抽出された．

　カテゴリーの内の【病院の実施方法・設備へ

の関心】６（３．９％）はデータ数の多い順に，≪

病院では手洗いを重視してると思うので，どれ

くらい徹底しているか≫３，≪１つの階に何個

づつ消毒液があるのか≫≪病院では手洗い液は

どれくらいの菌をなくす液を使っているのか≫

≪どんなところに手洗い場があるか≫１，の４

サブカテゴリーが抽出された．

　カテゴリーの内の【自分の感染予防】５

（３．２％）は，≪患者から自分に付着した菌を洗

い落とし，感染を防ぐ≫５，の１サブカテゴ

リーが抽出された．

　カテゴリーの内の【手洗いは大切】５（３．２％）

は，≪見学実習の前に手洗いの大切さに気づい

てよかった≫５，の１サブカテゴリーが抽出さ

れた．
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今回，「手洗い」の演習を基礎看護学実習Ⅰ

（見学実習）の前日に実施し，実施後の「見学実

習に活かしたいこと」のレポートを分析した結

果，８カテゴリーが抽出された．

堤や近藤らは，２年次講義終了後の分析結果

で，演習後の記述内容を分析した内容２３）２４）から，

【洗い方が不十分であった】，【手洗いの重要性

を実感した】，【洗い残し部位を集中して洗うよ

うになった】，【食事前に手を洗う】，【感染予防

の方法である】という内容が抽出できたと報告

している．森松や前田なども２１）２６）２７）３０）３１）同様の

報告をしている．今回の調査結果においても，

【洗い方の修正】や【病院で気をつけること】，

≪今回残っていた爪周囲部分をより念入りに洗

いたい≫，≪もっと時間をかけたい≫，≪病院

は清潔にしないといけないので，爪の間と指間

をよく洗おうと思う≫など，洗い方の不十分さ

や洗い残しをしやすい部位を意識して洗おうと

いう因子が抽出され，先行研究と同様の結果が

得られた．これは，手洗い演習の中で，日常の

手洗いを実施した結果，洗い残しが多くあった

ことが視覚的に訴える方法であったことの効果

であると考えられた．

衛生学的手洗いに関する学生の意識は，実習

場面によって患者に対して感染の媒体になって

はならないという意識が高くなったり，自分自

身にも感染する恐れがあるという意識は低くな

る傾向があるとの報告３０）もある．自分を守る重

要性について，今後も段階的に学習を積み重ね，

卒業時には学生全員が理解し実践できる指導が

必要と考えられる．

このように，今回の演習後の記載内容は，先

行研究と同じような視点での記載があった．今

回の結果では，≪今回残っていた部分をより念

入りに洗いたい≫，≪少し時間をかけて洗うこ

とをしようと思う≫のように，実習の前日とい

うことで，洗い方が不十分にとどまらずより念

入りに，時間をかけて洗いたいといった今後の

目標をも見出していた．これは主体的に看護技

術としての手洗いを身につけようと言う学生の

姿勢が表現されたものと考えられた．遠藤等２８）

は「日常の手洗いがしっかり出来る学生は，病

院実習時の衛生学的手洗いも出来ると考えられ

る」と述べているが，今回学生が気づいた点を

そのまま保持し，講義・実習に生かしていくこ

とが必要であると考えられる．

さらに，先行研究と比較して，今回の結果に

特徴的な記載は，【患者に感染させない】では≪

患者に感染させないように実習前は必ず手を洗

おう≫≪病院は清潔にしなくてはならない所だ

から，感染源を持ち込まない≫，【病院で気をつ

けること】では≪病院は色々な菌や病原体が存

在しているので，日頃よりも念入りに意識して

手洗いする≫などが，あげられる．学習は学習

者が｢意味の発見｣の面白さを学ぶこと１）と言わ

れている．このことは，学生は単に自分の手の

汚れにとどまらず，それが患者に感染させる可

基礎看護学実習（見学）直前の手洗い演習が主体的学習態度に与える因子
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能性など，具体的に患者への影響につなげた，

つまり意味することを発見した学習であったこ

とが推測できる．

また【看護師の手洗いへの興味】では≪看護

師はどんな時にどんな方法でどれくらいの時間

で何回手を洗っているか≫の記述から，自分の

手洗い方法が不十分であると理解した学生は，

看護師の手洗いに興味がわき，実習時によく見

てこようと考えた結果であると思われる．

波多野３２）らは，学習意欲を規定する要因と看

護職業意識から検討し，看護職への興味や職業

意識が高いほど，学習意欲が高くなると報告し

ている．病院で働く看護師は，看護職を目指す

学生の身近なモデルであり，見学実習直前の演

習が，看護師の手洗いについて学生の興味・関

心を高め，主体的に学ぼう，見ようとしたと考

えられる．

更に【病院の実施方法・設備への関心】では

≪病院では手洗いを重視してると思うので，ど

れくらい徹底しているか≫，≪１つの階に何個

づつ消毒液があるのか≫などの記述から，学生

は手を洗う環境についての興味・関心をもった

ことが伺われる．見学実習はわずか１日で目的

は，対象者を取り巻く環境について理解するも

のである．貴重な時間であるからこそ，感受性

を高め，貪欲に主体的に見学してほしいと教員

は期待するのであるが，これらは演習という外

部刺激により学生の関心が向き，主体的学習へ

の動機付けといえるのではないか．石田３３）は，

｢分かる｣自己学習の過程を観察し，評価を繰り

返し，｢学びが多い｣という自己強化を繰り返す

ことで自己学習をコントロールする力を育成す

ることができると述べている．このことから受

身的な学生も知的好奇心を刺激し，自ら問いを

抱くことを支援し，自ら学ぶ楽しさを実感させ

る過程の援助が必要であると言える．今回は手

洗い演習による汚れの視覚化が，看護師の手洗

いや病院の設備についての問いにつながり，実

習で意識的に見学しようという動機付けになっ

ていると考える．

以上のことから見学実習直前の手洗い演習は，

学生の主体的学習態度をもたらすことが示唆さ

れた．今後は更に意識づけできるような教育方

法の工夫を検討していく必要がある．

����

「見学実習に活かしたいこと」の記載内容から

は，【洗い方の修正】【患者に感染させない】【病

院で気をつけること】【看護師の手洗いへの興

味】【実習に臨む姿勢】【病院の実施方法・設備

への関心】【自分の感染予防】【手洗いは大切】

８カテゴリーが抽出され，主体的学習態度の動

機付けとなる８つの因子が明らかになった．

以上のことから，実習直前の手洗い演習は主

体的学習の動機付けとなったことが示唆された．
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